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国土技術政策総合研究所では「インフラ用ロボット情報一元化システム」に関する研究を進めており，
その一部である災害用ロボットに関するデータベースについて紹介する。データベースはインターネット
で試行的に公開しているものであり，国土交通省が設置したロボットに関する現場検証委員会において検
証が行われた「災害状況調査」及び「災害応急復旧」ロボットの情報が収録されている。検索機能として
は該当する条件を絞り込んで目的の技術を検索する条件検索と，配置位置を地図上に表示する地図検索が
可能である。
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1．はじめに

国土技術政策総合研究所では，インフラ用ロボット
に関する情報を検索できるデータベースと，ロボット
関係者が情報交換やコミュニケーションを行う場を提
供するコミュニティを一体的に運営する，インフラ用
ロボット情報一元化システム（以下「一元化システム」
という。構成を図─ 1に示す。）の構築を目指した検
討 1）を行っている。一元化システムにおけるインフ
ラ用ロボットとは，維持管理用ロボットと災害用ロ
ボットを想定しているが，本稿では災害用ロボットに
ついての現状を報告する。

一元化システムにおけるデータベースは，平成 28
年度から試行的にインターネットで公開（https://
www.infra-robotech.info/）している。ただし，災害
用ロボットについて，現在，検索が可能な（データベー
ス化している）データは，国土交通省が設置している
「次世代社会インフラ用ロボット現場検証委員会」（以
下「検証委員会」という。）において，平成 27 年度に
現場検証が行われた「災害状況調査」及び「災害応急
復旧」ロボット技術（開発者等からデータベースでの
公開の許可をとったものに限る。）のみであり，デー
タベースとしては，今後，充実が必要である。そのよ
うな状況であっても公開している主旨としては，完成
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図─ 1　一元化システムの構成
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されたデータベースとして情報を提供するというより
も，むしろ，多くのロボット関係者に閲覧してもらい，
今後のデータベース改良（情報構成や検索項目，検索
方法の追加等）に向けて多様なご意見を集めることを
目的としていることにある。そのため，本稿をお読み
になった方は，ぜひインターネットのデータベースも
閲覧になり，ご意見をお寄せ頂きたい。

2．データベースの概要

（1）目的
データベースのユーザとしては，主に，行政におけ

る災害担当者，ロボット開発者，センサー等要素技術
保有者の 3者を想定している。これらのユーザに対す
るデータベースの効果としては，①緊急時（災害等）
における行政災害担当者の調達を進めやすくする，②
緊急時には，シーズ側（技術）とニーズ側の両方から
必要な情報へのアプローチが可能となる，③平常時に
は，災害対応へのロボット技術適用の新しいアイデア
の創出や技術開発が促進される，④開発者の適切な
ニーズ把握を支援する等を想定している。

（2）検索項目
データベース化しているデータは別途 PDFファイ

ル等で公開済みのデータが多いが，そのままでは，検
索できることが限られている。そのため，上記のユー
ザの使い方を考慮し，検索項目の設定をするととも
に，一部新しい情報（NETIS 登録の有無（有りの場
合は登録番号），災害協定の有無（有りの場合は協定
相手），災害出動の実績）を別途調査の上，検索を可
能とした。各ロボット技術それぞれについて検索可能
な項目は以下のとおりである。
〇技術名称（サブタイトルを含む。）
〇開発者
〇共同開発者
〇�技術概要（外観・イメージの写真，イラスト等を含む。）
〇対象分野（災害調査分野，災害応急復旧分野の別。）
〇技術構成
・�移動機構（飛行系，走行系，水中系，水上系，懸
架式，その他の場合は具体名。）
・�センサー（静止画，動画，赤外線熱画像，打音，
レーザー，水分計，その他の場合は具体名。）
・�データ処理（3次元データ，3次元画像，オルソ
化等，処理方法と処理に使用しているソフト等。）

・�通信手段（使用周波数：2.4 GHz，FOMA回線，
特定省電力無線等。）

〇配置場所（出動等する場合の起点となる住所。）
〇�問合せ先（企業名，担当者名，電話番号，FAX番号，
メールアドレス，ホームページ。）
〇NETIS 登録（有り（登録番号），無し。）
〇災害協定（有り（どこと締結しているか），無し。）
〇災害時の出動実績（災害協定の有無を問わない。）
〇�特徴・成果品（開発者の自己申告による説明文，メ
リット，これまでの成果，サービス内容等。）

（3）検索方法
検索方法としては，「条件検索」と「地図検索」の
2通りの方法ができるようにしている。
「条件検索」では，移動機構（1つを選択），センサー
（複数選択可），データ処理（有無を選択），通信手段（有
無を選択），災害協定（有無を選択）を条件指定し検
索する（web 画面を図─ 2に示す。）ことができる。
また，キーワードでの検索も可能である。キーワード
検索の場合，入力した単語が，技術名称（サブタイト
ル含む）及び技術概要に含まれている場合に該当する
ものと判断される。検索条件に該当するロボット技術
については，一覧表示する（web 画面の例を図─ 3

に示す。）ようになっている。一覧表示画面において
は，技術名称だけでなく，それぞれの技術についての
写真や概要等を表示することにより，一定の情報が得
られるようにしている。この一覧表示画面において
個々の技術名称の表示箇所を選択（クリック）すると，
それぞれのロボット技術の詳細情報画面が表示され
る。詳細表示画面では，「2）検索項目」で記載した全
ての項目の内容に加えて，開発者から提供のあった「画
像」や「映像」及び検証委員会での「評価書」が閲覧
できるようにしている。

図─ 2　条件検索の画面
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「地図検索」では，条件（キーワードを入力）に合
致したロボット技術の配置場所を地図上で表示するよ
うにしている。キーワードとして入力した単語が，技
術名称（サブタイトル含む）及び技術概要に含まれて
いる場合，該当するロボット技術の一覧及びその配置
場所が地図上に表示される（web 画面を図─ 4に示
す。なお，対応していないウェブブラウザもあるため

注意。）ようになっている。なお，地図上で配置場所
を示すピン（マーカー）は災害協定有りと無しで色分
けをしている。また，地理的な検索範囲として，地図
の中心からの距離（全て，1，2，5，10，20，50，
100 kmから選択する。）を条件として指定することが
できる。ちなみに，データベースに登録されている全
てのロボット技術（配置場所の登録があるものに限
る。）の配置場所を地図上で確認したい場合は，キー
ワードを無入力にし，地図中心からの距離を「全て」
にして検索すると，全てのロボット技術を表示するこ
とができる。一覧表示から該当するロボット技術を選
択若しくは地図上のピン（マーカー）を選択（クリッ
ク）すると，該当するロボット技術の名称，概要，詳
細画面URLがポップアップ表示される。

3．データベースの改良に向けて

現在公開しているデータベースは，具体的な改良意
見を収集するためのプロトタイプ（いわゆるベータ版）
として作成したものである。今後，行政における災害
担当者等を対象に，例えば実際の災害時の場面を設定
した上でこのデータベースを操作してもらい，ロボッ
ト技術の情報収集ツールとして必要な情報や機能の意
見を聞くなど，内容の充実を図っていくこととしてい
る。また，昨年度，ロボット開発者等（シーズ側）に
対して行ったアンケートでは，データベースへの関心
が高い項目として，「ロボット技術に求められる性能
や仕様（約 64％が回答）」，「利用者等による評価情報
（約 48％が回答）」が挙げられている。今後の技術開
発促進のためには，こうしたシーズ側に対しても有益

図─ 3　一覧表示の画面

図─ 4　地図検索の画面
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な情報の充実を図っていく必要があると考えている。
その他，現在は通常のパソコン用に画面の作り込み

をしているが，災害時には屋外で閲覧することも想定
されるため，スマートフォンやタブレット端末での閲
覧を想定した画面構成のものも作成していきたいと考
えている。また，国土交通省では，自然災害発生時に
現場から災害情報を収集して，地図上に表示すること
ができるシステム（統合災害情報システム「DiMAPS」）
（http://www.mlit.go.jp/saigai/dimaps/）を運用して
いるが，こうした別のシステムとの情報連携の方法に
ついても検討が必要である。

4．一元化システムのコミュニティについて

一元化システムは，データベースとともに，技術開
発と社会実装を促進するコミュニティ活動（概要を図
─ 5に示す。）で構成されている。コミュニティは，
技術データの情報交換，技術開発，ビジネス化支援等
を目的としており，目的や内容毎にコミュニティを立
ち上げ（参加メンバーは自由にコミュニティに登録，
参加が可能である。），参加メンバーの協働によって活
動することを想定している。インターネット上のデー
タベースとして情報を広く公開することも重要である
が，技術開発の過程においては，参加者を限定（情報
の拡散を限定）することが必要な場合もあり，ロボッ
ト技術においても，両者のメリットを上手に使って，
ニーズ側，シーズ側の要求に応えていければと考えて
いる。なお，コミュニティへの参加については，
「https://www.infra-robotech.info/register/」を参照
して頂きたい。

5．おわりに

災害用ロボット情報に関するデータベースの必要性
は，産業競争力懇談会（COCN）における「災害対応
ロボットセンター設立構想」プロジェクトの報告書 2）

においても指摘されているが，福島第一原子力発電所
の事故対応に際して，使用可能な災害対応ロボット等
がどこにあるのかもわからないという状況に直面した
ということが教訓となっている。データベースの整備
においては，同じ状況に再び陥ることのないようにす
るとともに，カタログ情報（シーズ情報）だけに偏る
ことなく，ニーズ情報を合わせて掲載し，より正確で
迅速な対応が可能なシステムとして整備していきたい
と考えている。
なお，本稿におけるデータベースの作成は，内閣府
総合技術会議・イノベーション会議の「SIP インフラ
維持管理・更新・マネジメント技術」（管理法人：国
土交通省）の研究課題である「社会インフラ用ロボッ
ト情報一元化システムの構築」により実施しているも
のである。
�
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図─ 5　コミュニティの概要




